地域通貨取材　≪おにぎりBar cookie≫
担当：中山・長谷川
文：長谷川
長谷川（以下、長）「さっそく質問なのですが、こちらの地域通貨“たま”に参加されたきっかけは何だったのでしょうか」
クッキーさん（以下、ク）「私の知り合いが地域通貨の事務局の方で。それが最初のきっかけですね」
長「そのお知り合いの方を通じて地域通貨を知ったと」
ク「そうですね、地域通貨は知っていたんですけど“たま”というのはその方から教わりました」
長「お店の名前がとても印象的なのですが、何故「おにぎりBar」なんでしょうか」
ク「おにぎりがメニューにあるんですけど…私がおにぎりを好きで（笑）」
長「はい（笑）」
ク「おにぎりを（メニューに）置きたかったと言うことで（笑）、それで、おにぎりだけじゃなくお酒も飲めるので『おにぎりBar』にしたんです」
はじめは緊張気味の私たちでしたが、話し始めるとそれもだんだんとほぐれてきました。なにより、店長さんの温かい受け答えのお陰があったからだと思いますね。そして店名の由来が可愛らしい限りです（笑）
地元にも飲めるところがある――それが凄く良いこと。
さて、ここから話のキーワードとして“繋がり”という言葉が。そこにはクッキーさんの心温まる想いが込められていました。
長「ブログのほうも拝見させて頂いたのですが、畑もやっていらっしゃいますよね」
ク「市民農園なんですけど、お客さんから初めは聞いて、そういうのがあるならやってみいたいなぁと思いまして。で、お客さんも一緒にできればいいかなという感じで」
長「凄くお客さんとも仲がいいというか、温かい感じのお店ですね」
ク「お客さん同士は本当に仲が良くて」
長「ここ（Bar）でお知り合いに？」
ク「そうですね。ひとりで来ても、ここで友達というか知り合いになったという方も多いですね」
長「お客さん同士の繋がりもそうなのですが、このあたりの地域コミュニティというのは、お店にとってもいい雰囲気なのでしょうか」
ク「まだまだかなぁと思いますね。ここのお客さんはいいと思うんですけど、お酒を飲める人だけの集まりなので…そうじゃないところでの、そういった繋がりができるものがあればいいと思うんですけど」
　長「多摩区のお祭り（生田緑地サマーミュージアム）にも出店していらっしゃいましたよね？たとえばそういったところでも、地域の方や他の方々との繋がりができたらなという思いがあるのでしょうか」
ク「その時は他の３店舗の方と合同でやったんですけど、私たちは飲み屋としてしかできないんですが、皆さんに知ってもらいたくって。まぁ、営業の意味もありつつ。コミュニティと言ったら大げさかもしれませんが、都会に飲みに行くのもいいんですけど『地元にも飲めるところがあるんだ』とか、地元で飲んでたら、そこで知り合いができるじゃないですか。それが凄く良いことだと思っているんで」
　長「なるほど」
　ク「（Barなので）飲める人に対してですけど、お店に行って仲間やコミュニティができるのはいいことだと思うので。で、お祭りのときは他のお店の人にも、そういうことに賛同してもらってやりました」
　中山（以下、中）「ブログでバーベキューをしている写真を拝見したんですけど、あれはお客さんとクッキーさんとでやったんですか」
　ク「そうです。お店が企画ということで、お客さんやお客さんの知り合いでも誰でも参加OKという感じで」
　
　お客さんとの繋がり、地域との繋がり、そして地元を大切に思う気持ちが言葉の端に見えました。
　なにより素敵だなと感じるのは、バーベキューなどのイベントを企画するなど、お店側も楽しんでいるところ。それもこのBarの魅力のひとつなのだと感じました。
　長「“たま”（地域通貨）に参加なさってから変化というのはあったのでしょうか」
　ク「うーん、使ってくれる人は、いるにはいるんですがやっぱり少ないですし、限られていますね」
　長「このインタビューを通して地域内でも広がるといいいですね」
　ク「そうですね」
　長「ちなみに、このあたりにお店を構えられた理由というのは」
　ク「多摩区にはずっと長くいたので、どうせやるんだったらこのあたりがいいなと。長く住んでいたら知り合いも増えてきますし、そうすると全然知らないところでやるよりはいいかなって。コミュニティという言葉を意識したことはないんですが…この辺って地方から来ている方が多いじゃないですか。そんなに地元の知り合いも多くないし、そういうの（コミュニティ）が作れればいいなと思っていたので。そういう場所になれたらいいなと」
　
長「ああ、ありがとうございます。なんだかほっこりしました」
　ク「（笑）」
　
　クッキーさんは地方出身の方で、就職を機にこの多摩区に移り住んだのだそうです。しかしこの地を自然と「地元」と言っていらっしゃるあたり、まさにクッキーさんにとっての第２の故郷になっているのでしょう。
　かくいう私たちもそれぞれ出身はことなっており、現在一人暮らしの身なので、クッキーさんの想いにはとても胸打たれました。
